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ふるさと坂城を再発見
　11月12日（土）、13日に「信濃村上氏
フォーラム」が開催されました。
（13日 町内散策会、葛尾城跡にて 詳細は11ページ）



　

式
典
後
、
同
会
場
に
お
い
て
坂
城

町
名
誉
町
民
の
鈴
木
敏
文
さ
ん
（
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
㈱
セ
ブ
ン
│
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
講
師
に
お
迎
え
し

た
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
企
業
家
精
神
と
ふ
る
さ
と
坂
城

へ
の
期
待
」
を
演
題
に
、
常
に
第
一

線
を
走
り
続
け
て
き
た
ご
自
身
の
経

験
か
ら
得
た
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
誰
か
の
考
え
や
本

か
ら
得
た
知
識
を
鵜
呑
み
に
し
な
い

「
も
の
ま
ね
で
は
な
い
独
自
性
」
の

　

昭
和
30
年
に
旧
坂
城
町
、
南
条
村
、

中
之
条
村
が
合
併
。
昭
和
35
年
に
は

村
上
村
が
編
入
合
併
さ
れ
、
千
曲
川

に
抱
か
れ
た
１
町
３
村
が
と
も
に
歩

み
始
め
て
50
年
。
そ
の
節
目
の
年
を

祝
う
式
典
に
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
中
沢
町
長
は
「
先

人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
今
の
坂
城

町
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
礎
（
い
し
ず

え
）
を
大
切
に
引
き
継
ぎ
、
町
民
と

企
業
と
行
政
が
共
に
歩
む
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
生

き
る
喜
び
と
活
力
が
み
な
ぎ
る
個
性

に
満
ち
た
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

祝祝  

坂
城
町
合
併

坂
城
町
合
併
5050
周
年
周
年

　
　

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
開
催

　
　

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
開
催

鈴
木
敏
文
さ
ん

　
　

記
念
講
演
会

　

10
月
21
日
（
金
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

に
お
い
て
、
町
合
併
50
周
年
記
念
式
典
と
記
念
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
永
年
活
躍
さ
れ
、
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

次の50年へとつなぐ新たなスタートに

大
切
さ
や
、
次
々
と
趣
向
・
価
値
観

が
変
化
し
て
い
く
世
の
中
に
い
か
に

対
応
す
る
の
か
「
従
来
の
考
え
方
で

は
な
く
、
新
し
い
世
の
中
を
見
な
が

ら
新
し
い
考
え
方
を
持
ち
続
け
る
」

こ
と
の
必
要
性
な
ど
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◀ 

講
演
会
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
熱
心
に

聴
き
入
り
ま
し
た
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功
労
表
彰

　

大
橋 

幸
文

　

柳
沢 

幸
男

職
員
功
労
表
彰

　

坂
田 

時
栄

　

田
中 

正
雄

功
績
表
彰

　

竹
内 

克
好

　

橋
詰 

弥
五
郎

　

宮
原 

和
夫

　

山
崎 

實

　

緑
川 

與
一

　

中
曽
根 

義
登

　

笠
井 

甲
子
郎

　

斉
藤 

真
光

特
別
感
謝
状
贈
呈

　

高
見
澤 

正

一
般
表
彰

　

谷
川 

尭

　

宮
嶋 

尚
男

　

杭
全 

朝
臣

　

深
井 

幸
年

　

宮
入 

恵

　

中
村 

文
茂

　

村
上
会 表

彰

【
順
不
同　

敬
称
略
】

　

 

社
団
法
人
日
本
禁
煙
友
愛
会
坂
城

支
部

　

坂
城
町
早
起
き
野
球
連
盟

　

入
横
尾
「
花
の
会
」

　

薔
薇
人
の
会

　

坂
城
町
菊
花
愛
好
会

　

上
平
を
元
氣
に
す
る
会

善
行
表
彰

　

長
埴
建
設
労
働
組
合
坂
城
支
部

　
 

長
野
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

埴
科
支
部

　

北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
次
の
35
事
業
所
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
）

　

日
精
樹
脂
工
業
株
式
会
社
、
株
式

会
社
竹
内
製
作
所
、
株
式
会
社
都
筑

製
作
所
、
寿
製
薬
株
式
会
社
、
株
式

会
社
柳
沢
精
機
製
作
所
、
デ
イ
リ
ー

フ
ー
ズ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
栗
林

製
作
所
、
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
ツ
ー

ル
、
株
式
会
社
青
木
固
研
究
所
、
宮

後
工
業
株
式
会
社
、
ミ
ヤ
リ
サ
ン
株

式
会
社
、
日
置
電
機
株
式
会
社
、
株

式
会
社
長
野
大
崎
製
作
所
、
交
和
物

産
株
式
会
社
、
株
式
会
社
桜
井
製
作

所
、
株
式
会
社
岡
田
製
作
所
、
株
式

会
社
ケ
ー
エ
ム
ケ
ー
、
株
式
会
社
ロ

ビ
ニ
ア
、
株
式
会
社
ツ
ジ
デ
、
力
石

化
工
株
式
会
社
、
株
式
会
社
カ
ヤ
マ
、

株
式
会
社
西
澤
電
気
計
器
製
作
所
、

守
屋
工
機
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ

ニ
ク
リ
ー
ン
甲
信
越
、
株
式
会
社
ウ

イ
ン
テ
ッ
ク
、
株
式
会
社
オ
リ
ン
パ

ス
オ
プ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
坂
城
運

輸
株
式
会
社
、
新
日
本
石
油
株
式
会

社
、
株
式
会
社
八
十
二
銀
行
、
株
式

会
社
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
、
長

野
県
信
用
組
合
、
株
式
会
社
長
野
銀

行
坂
城
支
店
、
長
野
信
用
金
庫
、
坂

城
町
商
工
会
、
ち
く
ま
農
業
協
同
組

合
感
謝
状
贈
呈

写真左上から、宮原和夫さん、高見澤正さん、竹内克好さん、山崎實さん、
緑川與一さん、左下から、中曽根義登さん、柳沢幸男さん、（中沢町長）、
大橋幸文さん、坂田時栄さん、笠井甲子郎さん

写真左上から、深井幸年さん、宮入恵さん、中村文
茂さん、左下から、宮嶋尚男さん、（中沢町長）、谷
川尭さん、杭全朝臣さん

写真左上から、坂城町早起き野球連盟、上平を元氣にする会、長野県理容
生活衛生同業組合埴科支部、入横尾「花の会」（2名）、北信ヤクルト販売株
式会社
左下から、薔薇人の会、坂城町菊花愛好会、（中沢町長）、社団法人日本禁
煙友愛会坂城支部、村上会、長埴建設労働組合坂城支部　代表のみなさん
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宮原幹夫さん
旭日双光章

　

秋
の
叙
勲
で
、
宮
原
幹
夫
さ
ん（
網
掛
）

に
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
原
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成
15

年
ま
で
の
20
年
間
に
わ
た
り
、
坂
城
町
議

会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
の

振
興
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
５
年
か
ら
７
年
ま
で
は
議

会
副
議
長
と
し
て
、
平
成
７
年
か
ら
11
年

ま
で
の
４
年
間
は
議
会
議
長
と
し
て
民
主

的
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
く
さ
れ
、
町

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

叙 
勲

組　合　名 夫 妻

鼠 　団 　地 ２
新　地　団　地
新　　　　地 ５
金　　　　井 ９
金　　　　井 ９
金　　　　井 ９
金　　　　井 14
入 　横 　尾 15
入 　横 　尾 16
中 　之 　条 13
中 　之 　条 14
中 　之 　条 16
中 　之 　条 17
中 　之 　条 22
中 　之 　条 25

和　田　博　夫

齋　藤　清　吾

山　﨑　武　夫

臼　井　國　廣

内　山　二　郎

山　極　信　明

臼　田　　　忠

山　﨑　和三郎

田　中　定　雄

塩　澤　敏　男

中　島　以　明

塚　田　元　衞

塚　田　宰　章

園　部　昭　二

渡　邊　秋　雄

けさ代

和　子

タケ子

さき子

隆　子

千加子

和　子

けさ江

千代子

ミよし

靜　子

智　子

京　子

美代子

ミナ子

組　合　名 夫 妻

中 　之 　条 26
四 　ツ 　屋 １
四 　ツ 　屋 ２
御 　所 　沢 １
御 　所 　沢 ３
北 　日 　名 １
北 　日 　名 ２
北 　日 　名 ５
横　　　　町 ３
坂　　　　端 ３
上 平 出 浦 甲 部
上 平 第 一
上 五 明 東 本 道
網 掛 上 手

木　島　宗　純

池　田　　　典

塚　田　寛　茂

滝　沢　　　至

栁　澤　哲　男

鈴　木　正　美

春　日　昭　敏

潤　賀　貞　治

栗　田　良　一

髙　橋　忠　雄

竹　内　袈裟喜

小　林　　　繇

塚　田　正　男

宮　入　輝　夫

イ　ネ

さく枝

英　子

髙　尾

ひら子

よし子

よし子

志げの

さき子

テル子

光　子

佳　子

と　よ

昭　子

◎
金
婚
者
【
敬
称
略
】

金
婚
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
夫
婦
仲
良
く
、

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に 　第36回坂城町合同金婚式が、11月16日（水）に坂城テクノセ

ンターにおいて開催されました。
　今年は29組のご夫婦が結婚50周年を迎えられました。
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２００５年
（平成１７年）の
主なできごと

２月
○ スペシャルオリンピックス冬季世界
大会フロアホッケーに町内の中村文
茂さん出場

○ 上田坂城バイパス岩鼻トンネル工事
起工

３月
○ 坂城町次世代育成支援行動計画を策
定

○ 中心市街地コミュニティセンターし
ゅん工

○坂城インター工業団地造成起工
４月
○ 味ロッジわくわくさかき「びんぐし
亭」オープン

５月
○坂城中学校で創造学園大学学長・広
中平祐さん講演会開催
６月
○ 「バラ・ドリーム展～バラの香りに
誘われて～」開催

○ 「坂城町国道バイパス、県道整備促
進期成同盟会」設立

７月
○教育長に栁澤哲氏が就任
○ 地域づくり活動支援事業開始、町内
10地区の事業に助成

８月
○和平国際交流村開村
○千曲衛生センター堆肥化設備完成
９月
○ 鉄の展示館で「北日名経筒」初の
里帰り展示となる展覧会「古代の祈
り・願い」開催

○ インドネシア共和国工業大臣・産業
大臣が来町

○びんぐし湯さん館入館者100万人達成
○ 第44回衆議院議員総選挙・最高裁判
官国民審査

○南条・貞明保育園が閉園
10月
○新南条保育園開園
○坂木宿 ふるさと歴史館開館
○ 坂城町合併50周年記念式典・記念講
演会開催

○さかきテクノプロジェクト2005開催
○ 町合併50周年記念誌「さかきふるさ
と100選・公民館報ふるさと探訪」
発刊

11月
○信濃村上氏フォーラム開催
○坂城インター工業団地しゅん工
○ 上田坂城バイパス岩鼻トンネル貫通
式典開催

第６回坂城町大菊花展
　10月29日（土）か
ら11月3日（木）ま
で、Ｂ.Ｉプラザさか
きにおいて大菊花展
が開催されました。
　今年は町合併50周
年を記念し、坂城町
の全景を模した全長
24ｍの総合花壇が展
示され、その壮麗さ
は集まった皆さんを
驚かせました。また、
29日（土）には、１級フラワーデザイナーの柿崎利子さんを講師にお
迎えしたフラワーアレンジメント講習会が開催され、40人の参加者
の皆さんが菊を使ったフラワーアレンジメントを習いました。
特別賞（金賞）受賞者【敬称略】
町長賞　金子袈裟幸（網掛）
長野県議会議員賞　永井きくい（上平）
町議会議長賞　滝沢　森江（御所沢）
町教育長賞　塚田　花子（中之条）
ちくま農業協同組合代表理事組合長賞　山崎けさ江（入横尾）
町商工会長賞　田中　長子（金井）
坂城郵便局長賞　中沢　香代（四ツ屋）
町農業委員会長賞　中沢　慈子（四ツ屋）
テクノハート坂城協同組合理事長賞　山極　米子（鼠）
町菊花愛好会長賞　白川　和衛（上五明）
町菊花愛好会奨励賞
小宮山敏子（網　掛）　　池田　澄夫（御所沢）
佐藤　常世（横　町）　　塚田　典男（上五明）
小林　清市（上五明）　　宝池月影寮（上　平）
小山　忠利（　鼠　）　　平林万三雄（上　平）
竹内よ志江（中之条）　　村上小学校
甲田　孝子（四ツ屋）　　南条小学校

坂城中学校職業体験学習
　10月25日（火）、26日（水）、坂城中学校２年生による職業体験
学習が行われました。坂城町有線本部には２年２組の三井裕史さん
と宮原茜さん、２年３組の長塚眞梨子さんが訪れ、有線放送のアナ
ウンスのほか、広報の取材体験として、他の生徒が体験学習を行っ
ている様子を取材しました。
【３人が協力して作成した記事と写真を掲載します】
　10月25日、26日の２日間坂城中学校の２年生が様々な事業所で職
業体験学習を行いました。
　美容室セーラでは、切った髪を集めたり、お茶出し、雑誌出しや
洗濯などを体験しました。体験した生徒は「美容師さんはお客さん
への心配りを第一に考えているということや、普段見られない仕事
を見ることができて、とて
も良い体験になりました」
と言っていました。お店の
方は「細かいところにも気
配りができて返事もしっか
りできていた。笑顔でお客
様に接客していたのでとて
も良かった」と話してくだ
さいました。
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国 保

　平成16年度の国民健康保険の医療費総額は、22億
4,386万円で、前年度に比べ1.4％の増となりました。老
人は対象者の減少もあり前年度より5.2％の減ですが、一
般は９％、退職は12.5％の大幅な増となりました。
　また、一人あたりの医療費を県下市町村で比較してみ
ると、坂城町は高い方から数えて一般は59位、退職は37
位、老人は10位となっており、全体では46位でした。

　がんや心筋梗塞、高血圧など、生活習慣病の危険性が急
激に高くなるのは、働き盛りの40歳代からです。
　生活習慣病は、自覚症状が現れてからでは手遅れになる
ケースが多いので、日頃からの健康管理が大切です。年に
一回は積極的に健康診査を受け、自己の健康管理に努めま
しょう。

　国民健康保険では、被保険者の人間ドック受診時の負担
軽減のため、３時間ドックで１万３千円、１泊２日ドック
で１万５千円を補助します。
　補助金の申請は、保健センターが窓口になっていますの
で、領収証を添えて申請してください。

　医療機関で受診するときは、必ず保険証を提示しましょ
う。また、昭和７年10月１日以降に生まれた方で、70歳
になられた方は高齢受給者証も忘れずにお持ちください。

　国民健康保険に加入するときや、喪失するときなどに
は、必ず14日以内に届け出をしましょう。
①国保に加入する日
　・ 職場の健康保険などの資格がなくなった日（退職日の
翌日）

　・他の市区町村から転入した日
　・出生した日　など
②国保を喪失する日
　・職場の健康保険などに加入した日の翌日
　・他の市区町村へ転出した日の翌日またはその日
　・死亡した日の翌日　など
◆加入の届け出が遅れると…
　 　資格が発生した月までさかのぼって保険税を納めるこ
とになります。

◆喪失の届け出が遅れると…
　 　うっかり国保の保険証を使ってお医者さんにかかる
と、国保で負担した医療費を返していただくことになり
ます。

☆年に一度は健康診査を

☆医療機関で受診のときは必ず保険証を提示

☆国保の届け出は忘れずに

☆人間ドックの受診には補助金があります

……16年度医療費は一般・退職が大幅増加、老人は減少……

●坂城町における医療費の年度別推移

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

１６年度１５年度１４年度１３年度１２年度

510,725510,725

305,432305,432

1,137,9901,137,990

527,037527,037

294,296294,296

1,133,6001,133,600

508,834508,834

325,984325,984

1,215,9601,215,960

517,985517,985

408,148408,148

1,287,1481,287,148

510,725

305,432

1,137,990

527,037

294,296

1,133,600

508,834

325,984

1,215,960

517,985

408,148

1,287,148

564,808564,808

459,203459,203

1,219,8531,219,853

564,808

459,203

1,219,853

（単位：千円）

■一般　　■退職　　■老人

●一人あたり医療費の推移（国保全体）

１６年度１５年度１４年度１３年度１２年度
300,000

310,000

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

（単位：円）

■市町村の平均　　■坂城町

355,106

345,395
347,531

362,833

330,009

341,649

337,366

342,120

363,791

349,598

体を動かして、
心身ともにリフレッシュ
　身体活動量が多い人や、定期的に運動を
している人は、糖尿病や心臓病、高血圧など
の病気にかかりにくいといわれています。運
動はストレス解消にも大変効果があり、心身
ともに健康を保つためには欠かせない要素
なのです。
　スポーツが苦手という人は、通勤や家事
など日頃の活動の中で体を動かすことから
始めてみてはいかがですか。
大切なのは、無理なく自分のペースで続ける
ことです。

自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、
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老人保健

　坂城町の平成16年度老人保健医療費の総額は
17億6,269万円です。
　一人あたりの医療費は683,479円で前年度よ
り3,211円減少しましたが、県下市町村の中で
8番目と依然高い状況が続いており、17年度に
おいても増加傾向にあります。日頃から健康づ
くり・生きがいづくりに取り組み、上手な受診
を心がけていきましょう。

☆一人あたりの医療費は68万3千円

　医療費の支払には1ヵ月ごとの自己負担限度額が決められており、これを超えた支払いは、高額医療費
として後から支給になります。高額医療費の該当になる方には、受診から3ヵ月後以降に通知をしますの
で申請してください。1回申請すれば、2回目以降の申請は必要ありません。該当する方には直接口座へ
振り込みます。
○一ヶ月の自己負担限度額

所得区分 外来だけの場合（個人ごと） 外来＋入院の場合（世帯ごと）

一定以上所得者 40,200円 72,300円＋医療費が361,500円を超えた
場合は、超えた分の1％を加算

一　　　　　般 12,000円 40,200円
低　所　得　Ⅱ 8,000円 24,600円
低　所　得　Ⅰ 8,000円 15,000円

一定以上所得者…医療受給者証に2割と記されています。
一　　般…一定以上所得者にも住民税非課税にも該当しない方
低所得Ⅱ…住民税非課税世帯の方です。
低所得Ⅰ… 住民税非課税世帯で本人および世帯員のそれぞれの収入から必要経費・控除額を引いたとき、所得が0円とな

る方（年金収入のみの場合65万円以下）。

☆医療費が高額になったら

●坂城町の老人保健医療費及び受給者数の推移

■町の医療費の総額　■一人あたりの医療費　－人数

2,604人

2,677人

2,749人

2,674人

2,579人16年度

15年度

14年度

13年度

12年度 17億4,953万円

17億647万円

17億9,138万円

18億3,621万円

671,864円

637,455円

651,649円

686,690円

17億6,269万円
683,479円

　住民税非課税世帯の方は入院時の医療にかかる自己負担金額、および食事代が減額となります。その際
［限度額適用・標準負担額減額認定証］が必要ですので、入院する前に役場福祉課の窓口で申請してください。

☆入院医療費が減額に

自分でつくりましょう自分でつくりましょう自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、自分の健康は自分で守り、
　75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人と、昭和7年9月30日以前に生まれた人がお医者さんなど
にかかるときは「老人保健制度」で医療を受けます。お年寄りの方が病気になっても、安心して医療が受
けられるように国民みんなで医療費を負担しあっていく制度です。

　お医者さんにかかるときは、窓口に健康保険証、健康手帳・医療受給者証を必ず提示してください。医
療受給者証は有効期限がありません。負担割合に変更のある方以外は、そのまま使えますので大切に使用
してください。

お医者さんにかかるときは

こんなとき 届け出に必要なもの いつまでに
65歳以上75歳未満の人が
重度心身障害者になったとき

身体障害者手帳、あるいは国民年金証書または
医師の診断書および健康保険証

すみやかに

転　　出 健康手帳・受給者証 転出するときに

転　　入 健康保険証・負担区分等証明書 14日以内

死　　亡 健康手帳・受給者証 14日以内

転　　居 健康手帳・受給者証 14日以内

加入保険が変わったとき 健康保険証、受給者証 14日以内

＊本人以外の方の届け出は印鑑が必要です。

☆こんなときには届け出を
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平成16年度

人事行政の運営等の状況
坂城町では今まで、町の職員の給与などを公開してきましたが、平成16年の地方公務員法改正により、
各地方公共団体は職員の給与や勤務条件などの人事行政の運営状況等について公表することが義務付
けられ、本町でも平成17年３月に「坂城町人事行政の運営等の状況に関する条例」を制定し、平成17
年４月から施行しました。今年度より毎年この時期に前年度の運営状況について公表します。

1.職員の任免及び職員数に関する状況
⑴職員の採用・退職の状況（H16.4.2～H17.4.1） 単位：人

職　　種 H16.4.1現在 退職
者数

採用
者数 H17.4.1現在

一般事務職 121 4 1 118
技　術　職 6 ─ ─ 6
保　健　師 4 ─ ─ 4
保　育　士 24 1 ─ 23
技能労務職 3 2 ─ 1
合　　　計 158 7 1 152

⑵部門別職員数の状況と増減（分類は定員管理調査による）

部　門
職　員　数

増減数 増　減　理　由
16年度 17年度

議会事務局 2 2 ─
総　　　務 32 31 △1 事務の統廃合縮小
税　　　務 11 10 △1 事務の統廃合縮小
民　　　生 40 37 △3 事務の統廃合縮小
衛　　　生 11 11 ─
労　　　働 1 1 ─
農 林 水 産 14 12 △2 事務の統廃合縮小
商　　　工 6 7 　1 業務増
土　　　木 12 13 　1 業務増
教　　　育 20 19 △1 事務の民間委託
下　水　道 4 4 ─
国民健康保険 3 3 ─
介 護 保 険 2 2 ─
合　　　計 158 152 △6

2.職員の給与の状況
⑴人件費の状況（H16年度普通会計決算額）
住民基本台帳人口
(17.3.31現在)

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

16,566人 6,681,322
千円

56,800
千円

1,277,089
千円 19.11

※人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費等です。
※ 特別職とは、町長･助役・収入役・町議会議員・農業委員会委員・教育委
員会委員・監査委員・選挙管理委員会委員・消防団員及び各種審議会委員
などをいいます。

⑵職員給与費の状況（H17年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給与費（千円） 1人当たり
の給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

135人 559,603 83,575 230,132 873,310 6,468千円
※ 職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・宿日直手当・通
勤手当などで、退職手当は含まれていません。

⑶職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢
 （H17年4月1日現在）

区
分

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

町 347,622円 391,568円 43歳
10月 392,800円 422,182円 56歳

10月

県 346,784円 415,261円 44歳
1月 317,254円 352,200円 46歳

0月

国 329,728円 382,092円 40歳
3月 － － －

※ 一般行政職とは、税務職員・保健師・企業職員（下水道）・技能労務職な
どを除いた職員をいいます。

※技能労務職とは、調理技手などをいいます。

⑷職員の初任給の状況（H17年4月1日現在） （円）

区　　分

坂城町 県 国

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

決定
初任給

採用2
年経過
日の給
料額　

一
般
行
政
職

大学卒 170,700 184,400 168,530 180,690 170,700 184,400

高校卒 138,800 148,500 136,135 146,585 138,800 148,500

※初任給は、試験採用に係るものです。

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況
　　　　　　　　　　　　　　（H17年4月1日現在） （円）

区　分 経験年数7年
以上10年未満

経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一
般
行
政
職

大学卒 252,200 291,000 333,900

高校卒 － 265,100 287,400

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいうものです。

⑹一般行政職の級別職員数の状況（H17年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事補
技師補

主事
技師 主任 係長

主査
課長
主幹
技幹

副 参
事 参事 －

職員数
（人） － 2 4 37 13 35 8 8 － 107

構成比
（％） 0.0 1.9 3.7 34.6 12.1 32.7 7.5 7.5 － 100.0

※ 「坂城町一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

ひらかれた行政を目的に、町職員の給与等を公表します
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⑺昇給期間短縮の状況 （H16年度）

区　分
合　計

代表的な職種

職員数152人（A） 一般行政職
107人

技能労務職
1人

普通昇給期間（12月）
を短縮して昇給した
職員数　　　（B）

5人 5人 －

比　　率　（B／A） 3.3％ 3.3％ －

⑻職員手当の状況
区分 坂　　　城　　　町 国

期末
及び
勤勉
手当

16年度支給割合
　　　  期末手当 勤勉手当
6月期  1.40月分  0.70月分
12月期  1.60月分  0.70月分
　計　  3.00月分  1.40月分

　　　  期末手当 勤勉手当
6月期  1.40月分  0.70月分
12月期  1.60月分  0.70月分
　計　  3.00月分  1.40月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

退職
手当

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分  59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分  59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

退職時特別昇給 勧奨の場合（勤続15年以上59歳未満）2号俸

区　　　　　分 全　職　種

特殊勤務手当
16年度

職員全体に占める手当支給
職員の割合 17.1％

支給対象職員1人当たりの
平均支給年額 25,500円

手当の種類（手当数） 12種

代表的な手当の名称

税務手当
廃棄物及び汚物等
処理手当
用地交渉手当

給食調理危険手当

時間外勤務手当
（16年度）

支　給　総　額 43,466千円
職員１人当り支給年額 288千円

※ 選挙投・開票事務の手当も含まれています。

区　分 内　　　　　容 国の制度
との同異

国の制度と
異なる内容

扶養手当 扶養親族のある職員に支
給されます 同じ ─

住居手当

借家又は借間に居住し、
一定額以上を超える家賃
を支払っている職員、及び
自己が所有する家に居住
する職員に支給されます

同じ ─

通勤手当
通勤のために交通機関等
を利用して、その運賃等
を負担することを常例と
する職員に支給されます

同じ ─

⑼特別職の報酬等の状況 （H17年4月1日現在）

区　　分 月　　額 減額後の月額

給　料
町　長 810,000円 745,000円
助　役 670,000円 636,000円
収入役 635,000円 603,000円

報　酬
議　長 340,000円 329,000円
副議長 243,000円 238,000円
議　員 224,000円 219,000円

⑽人件費の抑制
　 　特別職の給料及び町議会議員の報酬や課長等の管理職手当
について、特例措置により減額を行っています。これにより、
平成17年度では、約5,500千円の人件費が減額されること
となります。
　○ 特別職の減額内容　給料月額・報酬月額の引き下げ【上記
⑼のとおり】

　○一般職の減額内容　管理職手当の10％引き下げ。

3.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴職員の勤務時間
開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

午前8時30分 午後5時15分 午前10時～午前10時15分
午後 3時～午後 3時15分 午後0時15分～午後1時

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいうものです。

⑵有給休暇の状況
制　度　の　概　要 平均取得日数

１年につき20日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日） 7.2日

⑶育児休暇の状況
取得者数 取　　得　　期　　間

4人
3ヶ月以内 3～6ヶ月 6～12ヶ月 1～3年
－ － 1人 3人

4.職員の分限及び懲戒処分の状況
分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

─ 1人 ─ ─ 1人 ─ ─ ─ ─ ̶
※ 分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行わ
れる処分で、公務能率の維持を目的として行われます。

※ 懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行われます。

5.職員の服務の状況
⑴営利企業従事制限にかかる許可の状況
申請件数 許可件数 内　　　　　　容
101件 101件 消防団員・統計調査員など

6.職員の研修の状況
研　修　区　分 講座数 受講者数 内　　　　容
市町村職員研修センター主催研修 10 13 政策法務研修など
長野広域連合職員共同研修 2 3 管理職員共同研修など
全職員対象研修 3 226 接遇研修、メンタルへルス研修など
専門研修 4 6 介護支援専門員実務研修など

計 19 248

7.職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴職員の定期健康診断の状況

健　康　診　断　の　種　類 受診者数
定期健康診断（健康スクリーニング） 31人
人間ドック 109人
⑵公務災害補償の認定状況

区　　　分 認定件数
公務災害 －
通勤災害 －

8.勤務条件に関する措置の要求の状況
　要求件数　なし

9.不利益処分に関する不服申し立ての状況
　申し立て件数　なし
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さかきテクノプロジェクト２００５

　

10
月
20
日（
木
）
か
ら
23
日（
日
）

の
４
日
間
、
さ
か
き
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
０
５
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
の
20
日
（
木
）
は
、
坂
城
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
坂
城
と

中
国
上
海
の
企
業
間
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
日
中
モ
ー
ル
ド

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
上
海
市
復
旦

大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
樊

勇
明
（
は
ん
ゆ
う
み
ん
）
さ
ん
の
基

調
講
演
を
は
じ
め
、
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
情
報
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

22
日
（
土
）
は
、
坂
城
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
国
井
雅

比
古
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
無
名
の
英
雄　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
の
挑
戦
者
た
ち
」
と
題
し
、

ご
自
身
が
参
加
さ
れ
て
い
る
人
気
番

組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ　

挑
戦
者
た

ち
」の
制
作
現
場
で
の
実
体
験
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
挑
戦
し
続
け
る

企
業
家
や
研
究
者
た
ち
と
の
出
会
い

か
ら
得
た
思
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

「
も
の
づ
く
り
と
い
う
も
の
は
、
作

り
手
の
生
き
方
そ
の
も
の
を
表
し
て

い
る
。
自
分
が
納
得
で
き
る
も
の
を

作
り
た
い
と
い
う
意
識
こ
そ
が
大
切
。

坂
城
に
は
そ
う
い
っ
た
美
意
識
に

培
わ
れ
た
も
の
づ
く
り
の
伝
統
が
あ

る
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

国
井
さ
ん
の
特
別
講
演
後
に
は
、

同
会
場
に
お
い
て
「
関
東
広
域
圏　

地
域
力
で
発
信
す
る
企
業
経
営
」
│　

地
域
経
済
交
流
サ
ミ
ッ
ト
│
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
長
の
高

橋
伸
一
郎
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
町
内
外
５
社
か
ら
個
性
豊
か

な
社
長
・
企
業
家
の
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
独
自
の
技
術
や
企
業
理
念
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
22
日（
土
）
、
23
日（
金
）

に
は
㈱
青
木
固
研
究
所
グ
ラ
ン
ド
と
、

テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
周
辺
に
お
い
て
坂

城
町
工
業
展
と
商
業
フ
ェ
ア
が
同
時

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
工
業
展
に
は
町

内
39
団
体
か
ら
出
展
さ
れ
、
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
に
自
社
の
最
新
技
術
を
紹

介
し
ま
し
た
。
商
業
フ
ェ
ア
で
は
25

団
体
か
ら
出
展
さ
れ
、
展
示
販
売
や

野
菜
の
直
売
な
ど
も
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

開
催
を
終
え
、
改
め
て
坂
城
町
の

企
業
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
今
後
中
国
は
じ
め
海
外

各
国
へ
と
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ　

Ｉ
Ｎ　

Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
が
躍
進
を
続
け
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
４
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

産業振興に新風
挑戦者よ羽ばたけ

▲日中モールドアライアンスフォーラム

▲国井雅比古さん

▲工業展の様子

▲商業フェアの様子 ▲地域経済交流サミット
10



坂城ルネッサンス

信濃村上氏フォーラム

　

ふ
る
さ
と
坂
城
を
知
り
、
皆
で

郷
土
に
つ
い
て
学
び
語
り
合
う
機

会
と
し
て
11
月
12
日（
土
）
、
13
日

（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
に

「
信
濃
村
上
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
（
県
外
７
都
県
、
県
内
18

市
町
村
）
か
ら
、
か
ら
大
勢
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
日
の
第
１
部
か
ら
第
２
部
で
は
、

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
ふ
る

さ
と
学
習
の
成
果
発
表
や
全
国
各
地

か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
パ
ネ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
か
ら
の
発
表
。
第
３
部

で
は
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
般
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
い
た
信
州
大
学

人
文
学
部
副
学
部
長
の
笹
本
正
治
先

生
か
ら
ま
と
め
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
笹
本
先
生
か
ら
は
「
自
分

た
ち
の
暮
ら
す
地
域
や
町
に
つ
い
て
、

誇
り
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
足
元
を
見
つ
め

地
域
に
根
を
し
っ
か
り
と
は
り
、
未

来
を
託
す
子
供
た
ち
に
歴
史
や
文
化

を
伝
え
る
こ
と
が
、
今
の
私
た
ち
が

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
ま
と
め
と
問
題
提
起

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

「
勉
強
と
は
暗
記
で
は

な
く
考
え
る
こ
と
で
あ

り
、
『
な
ぜ
？
』
と
い

う
考
え
る
力
を
養
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
物
事
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
見
方
が
あ
り
、
見

る
者
の
立
場
に
よ
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
正
反
対

に
と
ら
え
ら
れ
る
と
い

う
『
多
面
性
』
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い

っ
た
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
13
日
の
「
信
濃
村
上
氏
の
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
て
」
と
題
し
た
町
内

散
策
会
で
は
、秋
晴
れ
の
中
、紅
葉
を

楽
し
み
な
が
ら
村
上
氏
に
関
す
る
史

跡
や
、
葛
尾
城
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

郷
土
愛
を
育
む
き
っ
か
け
と
し
て

取
り
上
げ
た
「
信
濃
村
上
氏
」
。
こ

の
「
信
濃
村
上
氏
」
に
つ
い
て
は
、

判
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が
少
な
い

と
い
う
状
況
の
中
で
、
遠
方
よ
り
お

越
し
い
た
だ
い
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
か
ら
、
全
国
各
地
で
の
活
躍
や

人
々
の
心
に
残
り
今
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
思
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
異
口
同
音
に
夢

と
ロ
マ
ン
を
描
き
、
機
会
あ
る
ご
と

に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
声

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
・
ま
と
め

に
つ
い
て
は
、
笹
本
先
生
に
監
修
い

た
だ
き
な
が
ら
来
年
３
月
を
目
途
に

記
念
誌
と
し
て
出
版
す
る
計
画
で
す
。

歴史をひもとき
ふるさとを知る

▲フォーラム第１部パネルディスカッション

▲コーディネーターの笹本先生 ▲坂城小学校の発表

▲第２部パネルディスカッション

▼町内散策会、村上義光公歌碑にて

11



　　　午後６時30分開演
場所　坂城テクノセンター
入場料　無料
プログラム

☆ジングルベル
☆赤鼻のトナカイ
☆ラストクリスマス
☆ソーラン節
☆ メモリー（ミュージカル『キャッ
ツ』より）
☆シャンソンメドレー　ほか
団員募集
　坂城町吹奏楽団では団員を募集し
ています。演奏経験がない方でもか
まいません。私たちと一緒に吹奏楽
を楽しんでみませんか。今回は特に
トランペット、トロンボーン、クラ
リネット、その他の方を募集します。
◎問い合わせ先
　神田さん　☎82－6677

　こんにゃく芋から、こんにゃくを
作ります。ほかに、じゃがいものニ
ョッキ（スープ）と、かぶの肉詰め
あんかけも作ります。寒い季節に温
かなものを食べ、体の内から温まり
ましょう。皆さんの参加をお待ちし
ています。
日時　12月14日、21日（水）
　　　午前９時30分から
場所　 びんぐしの里農産物加工セン

ター
募集人員　各回とも18人
参加費　1,500円（当日お持ちください）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線82－0141

日時　11月６日（日）
場所　文化センター体育館
チャンピオンの部
第１位：旬ナマ
第２位：スカイロック
第３位：ひろ☆し
フレンドリーの部（混合）
第１位：リジーズ
第２位：アドベンチャーＨ
第３位：アドベンチャーＱ
フレンドリーの部（女子）
第１位：おちゃっぴいＡ
第２位：アドベンチャー
第３位：キューティ♥レディ

　可燃ごみに占める生ごみの割合は
約50％といわれています。その生ご
みを処理機や堆肥化容器で処理する
ことにより、可燃ごみの量を大幅に
減量することが可能となります。町
では、生ごみ処理機・生ごみ堆肥化
容器の購入者へ補助金を交付してい
ますのでご利用ください。
交付対象　家庭用の生ごみ処理機及
び生ごみ堆肥化容器
（事業所による申請はできません）
補助金交付額　購入金額の１／２以
内（限度額20,000円）
申請の際に必要なもの
① 申請書類（住民環境課窓口でお渡
ししています）
② 交付金の振込口座（原則として申
請者と同じ名義の口座）
③印鑑（認印）
④ 領収書（必ず申請者名が記入され
ているものを提出してください。
レシートでは申請できません）
◎問い合わせ先
　住民環境課環境保全係
　☎82－3111（内線125）
　有線88－1025

　12月は町県民税（第4期）及び国
民健康保険税、介護保険料（第6期）
の納付月です。
　納付書の場合は、納期限までに最
寄りの金融機関で納入してください。
口座振替は12月26日（月）が振替
日となります。納入方法、口座の変
更などを希望される方は、12月19日
（月）までにご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　税務課収税係
　☎82－3111（内線142）
　有線88－1032

　今年も、幅広い世代の皆さんに楽
しんでいただける内容です。ご家族
そろってお出かけください。
日時　12月10日（土）

第４期の納付期限は
１２月２６日（月）です

町税等の納入

インフォメーション＠さかき

手づくりこんにゃく

生ごみ処理機・生ごみ
堆肥化容器の購入補助
金をご利用ください

※ 12月29日（木）～１月３日（火）
は葛尾組合への直接持ち込みもで
きません。
※ １月２日（月）の第１月曜日が収
集となる「缶・びん・ペットボト
ル・有害ごみ」については、１月
23日（月）が振替日となります。
※ 年末は大掃除などでごみが大量に
でる時期ですが、ごみの分別の徹
底をお願いします。

し尿収集の休業
12月30日(金)～１月４日(水)
※ 年内収集のお申し込みは12月20日
（火）までとなります。
※ 年末は混み合いますので早めにお
申し込みください。
◎申込先
　㈱アクティブ（旧坂城清掃社）
　☎・有線82－3675

※ 年内収集のお申し込みは12月22日
（木）までとなります。
※ 汚泥収集は初回の申し込み以降、
定期収集となります。
◎申込先　㈱アスター
　☎（026）273－2610

葛尾組合葬祭場の休業
◇ 12月29日（木）～12月31日（土）：
午後休業
◇１月１日（日）：終日休業
◇ １月２日（月）、３日（火）：　
午後休業

◎問い合わせ先
・ ごみ処理、し尿・家庭雑排水汚泥
の収集について
　住民環境課環境保全係
　☎82－3111（内線125）
　有線88－1025
・葬祭場について
　葛尾組合
　☎・有線82－2349

ごみ収集処理業務の休業
12月31日（土）～1月3日（火）

し尿収集の休業
12月30日（金）～1月4日（水）

家庭用雑排水汚泥収集の休業
12月29日（木）～1月3日（火）

年末年始は、年末年始は、
ごみ・し尿・雑排水ごみ・し尿・雑排水
汚泥収集、火葬業務が汚泥収集、火葬業務が
休業となります休業となります

坂城町消防音楽隊・吹奏楽団
クリスマス・コンサート

第３回フレンドリーカップ
ビーチボール大会結果
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平成16年度決算による平成16年度決算による坂城町のバランスシート、行政コスト計算書坂城町のバランスシート、行政コスト計算書 平成16年度決算による坂城町のバランスシート、行政コスト計算書 平成16年度決算による坂城町のバランスシート、行政コスト計算書

（単位：千円）
性質的コスト 支出の内訳 H14 H15 H16 動向
人にかかる
コ　ス　ト

人件費、
退職給与引当金繰入等 77 75 76

物にかかる
コ　ス　ト

物件費、維持補修費、
減価償却費 116 113 114

移転支出的な
コ　ス　ト

扶助費、補助費等、繰
出金、普通建設事業費 80 85 96

その他の
コ ス ト

災害復旧費、公債費の
利子分、不納欠損額 13 12 13

合　　計 286 285 299

　町の行財政状況をより分かり易く説明するため、総務省の作成基準に基づき、平成16年度決算統計等の数値によりバ
ランスシート及び行政コスト計算書を作成しました。バランスシートは、町の資産、負債等の状況を明らかにするものである
のに対して、行政コスト計算書は、人的サービスや給付など、資産形成につながらない当該年度の行政サービスについて、
町民の皆さんに提供した行政サービスにかかった経費（コスト）を示すものです。

　行政サービスを提供するための地方公共団体の活動経費（コスト）という側面から、1年間に実施された活動実績に対
する情報として把握をするもので、今回は平成14年度から16年度の3年間の経年変化を町民1人あたりで比較しました。平
成16年度においては、社会福祉事業に係る扶助費や下水道事業に係る繰出金など移転支出的（他の主体に移転して効果
が出てくるもの）なコストが大きく伸びており、前年度との比較では1人当たり1万4千円の増加となりました。

●行政コスト計算書

◎ 3年間の経年変化の比較で、特に昨年度は民生費における保育園建設事業などもあり、資産は5万3千円の増となりました。そ
して、その資産形成に対して負債＝借金が2万7千円増え、正味資産＝国・県の補助金と町税などで2万6千円を使った形とな
ります。地方債＝借金については、繰上げ償還などにより計画的な運用を図るとともに、今後も健全な財政運営に努めます。

その他の
コスト

移転支出的な
コスト

物にかかる
コスト

人にかかる
コスト

■H14　■H15　■H16

27.1％

40.6％

25.4％

26.5％

38.3％

39.6％

27.8％

32.0％

29.8％

4.5％ 4.3％

4.1％

●町民一人当たりのバランスシート （単位：千円）
借　　方 貸　　　方

【 資 産 の 部 】
1. 有 形 固 定 資 産
（1）総　 務　 費
（2）民　 生　 費
（3）衛　 生　 費
（4）労　 働　 費
（5）農林水産業費
（6）商　 工　 費
（7）土　 木　 費
（8）消　 防　 費
（9）教　 育　 費
（10）そ　 の　 他
　　　　計
　（ う ち 土地等）
有形固定資産合計

平成14年度 平成15年度 平成16年度
【 負 債 の 部 】
1. 固　定　負　債

（1）地 　 方 　 債

（2）債務負担行為
①物 件 の 購 入 等
②債務保証又は損失補償

（3）退　職　給　与
（4）そ 　 の 　 他

固 定 負 債 合 計

平成14年度 平成15年度 平成16年度

146
103
5
6
87
41
774
16
419
3

1,600

1,600

9.1％
6.4％
0.3％
0.4％
5.4％
2.6％
48.4％
1.0％
26.2％
0.2％

100.0％
571

89.4％

142
98
5
7
85
41
797
15
414
3

1,607

1,607

8.8％
6.1％
0.3％
0.4％
5.3％
2.6％
49.6％
0.9％
25,8％
0.2％

100.0％
603

89.0％

141
121
5
7
80
54
791
14
405
2

1,620

1,620

8.7％
7.5％
0.3％
0.4％
5.0％
3.3％
48.8％
0.9％
25.0％
0.1％

100.0％
624

87.9％

399

0

63
0

462 25.8％

391

0

63
0

454 25.1％

428

0

63
0

491 26.6％

2. 投　　資　　等
（1）投資及び出資金
（2）貸　 付　 金
（3）基　　　　 金
①特 定 目 的 基 金
②土 地 開 発 基 金
③定 額 運 用 基 金
（4）退職手当組合積立金
投 資 等 合 計 76

11
8
44
32
10
2
13

4.2％ 80

11
7
48
36
10
2
14

4.4％ 83

11
6
51
39
10
2
15

4.5％

2. 流　動　負　債

（1）翌年度償還予定額

（2）翌年度繰上充用金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

36

0

36

498

2.0％

27.8％

50

0

50

504

2.8％

27.9％

34

0

34

525

1.9％

28.5％
3. 流 動 資 金
（1）現 金・ 預 金
①財 政 調 整 基 金
② 減 債 基 金
③ 歳 計 現 金
　現 金・ 預 金 計

（2）未　 収　 金
① 地 　 方 　 税
② そ 　 の 　 他
　未　収　金　計
流 動 資 産 合 計 114

66
32
6

104

8
2
10

6.4％ 120

74
32
3

109

9
2
11

6.6％ 140

85
37
6

128

10
2
12

7.6％

【正味資産の部】

1. 国 庫 支 出 金

2. 都道府県支出金

3. 一 般 財 源 等

正 味 資 産 合 計

206

71

1,015

1,292 72.2％

203

68

1,032

1,303 72.1％

209

66

1,043

1,318 71.5％

資　産　合　計 1,790 1,807 1,843 負債・正味資産合計 1,790 1,807 1,843
各年度末人口→ 16,779人 16,646人 16,566人
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カメラリポート

　10月29日（土）、文化センター大会議室におい
て、坂城町文化祭の開催にあわせ、さかきふれあ
い大学教養講座「千曲川をのぞいてみよう」が開
催されました。
　河川生態学術研究会千曲川グループの坂城町出
身の中村浩志さん（信州大学教授）と桜井善雄さ
ん（信州大学名誉教授）を講師にお迎えし、坂城
町鼠橋付近の千曲川において行われた大規模な調
査の結果をもとに、千曲川の特徴や生息する魚や
鳥類などの生態についてお話しいただきました。
集まった約150人の皆さんは、身近な川について
の新しい知識をたくさん学ぶことができました。

千曲川をのぞいてみよう

　坂城町スポーツ少年団なぎなた部（代表：滝沢一子さ
ん）が、10月30日（日）に松本市で行われた長野県青少
年健全育成県民大会において表彰されました。
　なぎなた部は昭和49年に故久保るい先生により創設さ
れて以来、今年で活動30年を迎えました。この間、国体
など各種大会で優秀な成績を修めていることや、なぎな
た競技を通して青少年の健全育成を図っている点につい
て評価され、今回の表彰となりました。

スポーツ少年団なぎなた部が
長野県青少年健全育成県民会議会長表彰

　11月５日（土）、坂城インター線付近のほ場において
毎年恒例となったねずみ大根の収穫体験「ねずみ大根!! 
パワーアップツアー」が開催され、約100人の参加者が
集まりました。
　町外からの参加者も多く、坂城のねずみ大根が好きで
長野市から毎年参加しているという常連の方もいらっし
ゃいました。収穫した大根はおしぼりに使うほか、たく
あん漬けにして楽しむそうです。
　また、１日（火）には坂城幼稚園、９日（水）には南
条保育園の子どもたちが大根の収穫を体験しました。

大根シーズン到来
ねずみ大根!! パワーアップツアー

　11月８日（火）、坂城中学校において、様々な分野で
活躍を続ける先輩たちから学ぶ「先輩のお話しを聞く
会」が開かれ、坂城町出身で、日本を代表する世界的な
バレエダンサーの小嶋直也さんにご講演いただきました。
　バレエのウォーミングアップや基本動作を実演し「練
習を“やらされている”のではなく“やらなきゃ目標は
達せられない”という意識を持たなくてはいけない」と、
日々の練習・努力の大切さについてをお話しいただきま
した。

ようこそ先輩 小嶋直也トークショー
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　11月19日（土）、坂城テクノセンターにおいて「第
12回ライフ・ステージエコー」が開催されました。今
回の出演はピアノ、サックス、ベース、ドラムスから
なるジャズバンド。集まった約250人の皆さんは本場

のジャズの演奏に聞き入りました。
　また、18日（金）には、坂城中学校
においても同メンバーによる音楽鑑賞
会が開かれました。ジャズの名曲の演
奏に加え、生徒をステージに迎えての
即興演奏なども行われ、生徒たちに音
楽の楽しさを体感させました。

第12回 ライフ・ステージエコー

　11月20日（日）、町消防団第２分団（金井）の消防
ポンプ自動車（昭和56年購入）が更新されました。
　ポンプ車は40ｔの防火水槽の水を20分かからずに放
水しきるなど、最新式の機能が備わっています。車体
正面の消防団章は、伝統ある旧車両から引き継いだも
のです。
　担当地区をはじめ、南条地区全域において、消防団
活動の中心的な車両として、今後更にその性能を発揮
することとなります。

町消防団第２分団ポンプ車を更新

　住工混在の解消と、工業の町・坂城の更なる活性化
を目指し、今年３月に着工した坂城インター工業団地
が完成し、11月21日（月）にしゅん工式が行われまし

た。
　坂城インター北側の中之条
山田地籍に1.8ヘクタール・
４区画が整備され、企業の進
出が期待されています。なお、
うち１区画に町内企業１社の
進出が内定しています。

坂城インター工業団地がしゅん工

期
日　

平
成
18
年
１
月
１
日
（
日
）

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

ク
ラ
ス

☆
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
ペ
ア
コ
ー
ス
（
1.5
㎞
）

☆
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
の
部

　

（
1.5
㎞
、
３
㎞
、
６
㎞
）
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

時
間　

受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　

開
会
式
：
午
前
10
時
10
分
〜

　
　
　

競
技
開
始
：
午
前
10
時
30
分
〜

申
込
締
切　

12
月
16
日
（
金
）

※
小
、
中
学
生
は
各
学
校
で
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

雨
天
や
雪
の
場
合
も
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

受
付
場
所
は
武
道
館
に
な
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
セ
ン
タ
ー
内
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
８
２
│
２
０
６
９　

有
線
８
８
│
６
３
４
９

　

応
募
総
数
１
４
０
４
句
の
中
か
ら
奨
励
賞（
特
選
）

入
選
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ん
月
に　

お
お
い
か
ぶ
さ
る　

雲
の
波

　

（
坂
城
小
学
校
６
年
２
組　

常
泉 

千
紘
さ
ん
）

陣
太
鼓　

祭
り
の
空
に　

ひ
び
い
て
る

　

（
南
条
小
学
校
５
年
２
組　

高
橋 

将
知
さ
ん
）

こ
う
よ
う
だ　

小
さ
な
山
も　

が
ん
ば
っ
て

　

（
村
上
小
学
校
５
年
西
組　

池
上 

利
慧
さ
ん
）

ス
ト
ー
ブ
に　

集
ま
る
集
ま
る　

い
ろ
ん
な
手

　

（
坂
城
中
学
校
１
年
２
組　

池
田 

理
紗
さ
ん
）

肌
寒
い　

闘
志
を
も
や
す　

体
育
祭

　

（
坂
城
中
学
校
２
年
５
組　

辺
見 

彩
佳
さ
ん
）

文
化
祭　

一
致
団
結　

頑
張
っ
た

　

（
坂
城
中
学
校
３
年
１
組　

吉
池 

美
咲
さ
ん
）

第
35
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す

第
11
回
文
化
の
館
俳
句
会

小
中
学
生
の
部
受
賞
者
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基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世

界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
基
準
と
し
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
１
９
４
８
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
我

が
国
は
12
月
に
「
人
権
週
間
」
を
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
び
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

基
本
的
権
利
で
す
。
し
か
し
、
時
と
し
て
こ
の
権
利
が
守
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差

別
の
な
い
明
る
い
坂
城
町
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
に
、
人
権
の
尊
重
を
訴
え
る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
も

こ
の
機
会
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ご
意
見
な
ど
、
人
権
同
和
推
進
課
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
８
２
│
３
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

　

有
線
８
８
│
１
０
１
３

育
て
よ
う 

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

　

ー
思
い
や
り
の
心
・

　
　
　
　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
ー

第
57
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
〜
10
日

　

葛
尾
組
合
で
は
、
組
織
市
町
（
千

曲
市
・
坂
城
町
）
、
事
業
所
や
住
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ご
み
の
資
源
化

（
分
別
）
、
減
量
化
に
向
け
て
努
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
が
減
少
す

る
状
況
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
特

に
事
業
系
ご
み
（
ご
み
と
し
て
処
分

さ
れ
る
量
）
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ご
み
の

処
分
手
数
料
を
改
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
料
金
は
事
業
所
に
は
ご
み

処
理
の
自
己
処
理
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
処
理
経
費
相
当
分
の
金
額
と
な

り
ま
す
。
（
上
田
地
域
と
同
額
）

　

ま
た
、
事
業
者
が
直
接
搬
入
す
る

ご
み
の
処
分
手
数
料
は
車
両
積
載
重

量
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
不
公
平
感
を
解
消
す
る
た
め
、

ご
み
の
重
量
に
応
じ
た
料
金
に
統
一

さ
れ
ま
す
。

　

一
般
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
各

市
町
で
ご
み
集
積
所
を
設
け
て
、
収

集
運
搬
を
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
直

接
焼
却
場
等
へ
持
ち
込
む
方
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

持
込
が
で
き
る
の
は
、
引
越
し
な

ど
で
ご
み
集
積
所
に
出
せ
な
い
な
ど

特
別
な
場
合
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
接
搬
入
さ
れ
る
家
庭
ご
み
に
つ
い

て
も
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
面
の
間
、
各
市
町
の
ル

ー
ル
に
基
づ
い
た
方
法
（
ご
み
の
分

別
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
指
定
袋
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
、
千
曲
市
は
シ

ー
ル
を
貼
付
し
て
あ
る
こ
と
）
で
の

搬
入
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
引
き

続
き
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

改
定
年
月
日　

平
成
18
年
４
月
１
日

改
定
処
分
手
数
料

（
事
業
系
・
持
込
家
庭　

共
通
）

ご
み
焼
却
場
受
入
時
間

　

土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

葛
尾
組
合

　

☎
・
有
線
８
２
│
２
３
４
９

種類 基本料金 超過料金

可燃ごみ
20kgまで
400円

20kgまでごとに
400円

不燃ごみ等
10kgまでごとに
200円

葛尾組合より ごみの処分手数料の改定
持込家庭ごみ（処分場へ直接搬入）の有料化

お
知
ら
せ

　

平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
、
事
業

主
が
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ

り
労
災
保
険
の
成
立
手
続
を
行
わ
な

い
期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
金
額
の
100

％
ま
た
は
40
％
が
事
業
主
か
ら
徴
収

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎（
０
２
６
）２
２
３
│
６
３
１
０

労
災
保
険
は
強
制
保
険

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
つ

国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
、
不
起
訴
処
分
と
い
う

検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す

る
と
こ
ろ
で
、
刑
事
手
続
の
中
に
国

民
の
一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ
、

よ
り
良
い
刑
事
司
法
を
実
現
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、
申
し

立
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
野

地
方
裁
判
所
上
田
支
部
内
）

　

☎
２
２
│
０
０
０
３

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か

人権啓発ポスター
　村上小学校５年　山崎　加絵さん
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私
た
ち
６
年
１
組
で
「
大
昔
の
く
ら
し
を
体
験
し
て

み
た
い
」
と
い
う
願
い
か
ら
、
今
、
縄
文
ハ
ウ
ス
（
竪

穴
式
住
居
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
城
小
学
校
が
も
っ
て
い
る
和
平
の
学
有
林
か
ら
木

を
切
り
出
し
て
も
ら
い
、
私
た
ち
の
手
で
木
の
皮
む
き

を
し
ま
し
た
。
木
の
皮
を
む
い
た
ら
、
皮
の
う
ら
に
水

が
つ
い
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
水
を
な
め

て
み
る
と
、
少
し
甘
く
て
、
ほ
ん
の
り
と
木
の
香
り
と

味
が
し
ま
し
た
。
木
の
根
が
土
の
中
か
ら
吸
い
上
げ
た

水
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。

　

縄
文
ハ
ウ
ス
の
作
り
方
は
、
古
墳
館
へ
行
っ
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。

学
芸
員
の
佐
藤
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
く
わ
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
中
庭
に
大
き
な
穴
を
ほ
っ
て
、
柱
を
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

柱
を
立
て
て
骨
組
み
を
作
っ
て
い
く
の
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
１

人
や
２
人
で
で
き
る
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
２
人
で
柱
を

押
さ
え
、
も
う
１
人
が
縄
で
し
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
の
こ
ぎ
り
で
木

を
切
る
の
に
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
今
で
は
結
構
う
ま
く
切

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

32
人
が
協
力
し
合
い
、
考
え
な
が
ら
作
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今

が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
縄
文
ハ
ウ
ス
を
作
る
た
び
に
「
協

力
」
っ
て
大
事
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
一
体
に

な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
、
う
れ

し
い
で
す
。
私
は
総
合
の
時
間
が

大
好
き
で
す
。

　

縄
文
ハ
ウ
ス
は
ま
だ
未
完
成
で

す
。
早
く
作
っ
て
ク
ラ
ス
の
友
だ

ち
と
泊
ま
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
完
成
に
向
け
て
カ
ヤ
を
ふ
い
て

い
き
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
、
甲
斐
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
縄
文
ハ
ウ
ス
に
な
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
! !

－坂城小学校－

坂城小学校６年１組　笠井　遥加

●12月の行事予定［時間正確に集合してください］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより子育て支援センターだより子育て支援センターだより子育て支援センターだより
●子育てグループの予定

内　　　容

２日（金）
子育て懇話会　各グループ代表の方は
出席をお願いします

午前10時

７日（水）たんぽぽ広場「クリスマス会」会員のみ 午前10時

８日（木）

１才までの子育て＆あそび
　　　　（第１回チポリーノグループ）
　新規募集10人（定員になり次第締め
切ります）

午前10時

９日（金）すくすく広場「簡単なリースづくり」 午前９時30分

１３日（火）マザーリーフの会　親の会 午後1時30分

１５日（木）
講習会「そこが知りたい救急法」
講師：幼児安全法指導員・
　　　　　　　  横関優子先生

午前10時

１６日（金）

つくしんぼ教室「作ってあそぼう」
生活習慣について
巡回家庭児童相談
長野福祉事務所・山口八重子先生

午前10時

午後1時30分

２０日（火）ボランティア懇話会 午後1時

２１日（水）
すくすく広場「おはなしでてこい！」
マザーリーフの会　親の会

午前10時
午後1時30分

２７日（火）
センターの大掃除　ご都合のつく方お
手伝いお願いします。

午前10時

今月の相談日
7日、14日、21日　細江富貴子先生
午前９時30分～午後4時30分
どなたでもお気軽にお申し込みください。

場　所：子育て支援センター
持ち物： 飲み物、お手ふき、おむつまたはパンツ
　　　　※お手ふきを忘れずに！

お気軽にお出かけください。
詳しい内容等はグループの代表者またはセンター
へお問い合わせください。

赤ちゃん小組（毎週月曜日）
5日：ママストレッチ
12日：クリスマスカード作り
19日：クリスマス会　26日：お休み
代表：宮下美恵子さん　☎８２－３５０５

サークルどんぐり（第１・３火曜日）
6日：クリスマスブーツ作り
20日：クリスマス会
代表：滝沢　由江さん　☎８２－６４５９
スコーレ母親教室（第２火曜日）
13日：金子通子さんと子育てトーク
代表：川島　邦子さん　☎８２－６３４７

まざあぐうす（毎週木曜日）
1、8日：ゲームとあそび
15日：クリスマスの飾り作り
22日：クリスマス会　サンタさん来てね！
29日：お休み
代表：望月　里枝さん　☎８２－２２１７
いっぱいあそぼうグリとグラ（第２・４水曜日）
14日：クリスマス会
21日：「おはなしでてこい」と合同
代表：小林さやかさん　☎０９０－４７４２－５７１３
ゆりかご会
１日、22日（木）　午前

時　間：午前10時～
場　所： 子育て支援センター
　　　　文化センター（まざあぐうすのみ）
持ち物：飲み物、おむつ、お手ふき

あそびにきてね！　予定表をご覧になってお
出かけください。

子育て支援センター
☎・有線８２－２２９１
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※診療時間
　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は電話、新聞などで確認をしてください。

12月　４日（日）

１１日（日）

１８日（日）

２３日（金）

２５日（日）

３１日（土）

１月　１日（日）

２日（月）

３日（火）

二階堂医院     【千曲市磯部】 ☎（026）275－5582
中沢歯科医院  【千曲市桜堂】 ☎（026）272－0408
油井医院        【町　横　尾】 ☎・有線  82－5155
柳沢歯科医院  【千曲市稲荷山】 ☎（026）273－5638
松尾医院        【立　　　町】 ☎・有線  82－2013
宮坂歯科医院  【千曲市小島】 ☎（026）272－0133
さかき生協診療所 【中　之　条】 ☎・有線  82－0101
林歯科医院     【千曲市上山田】 ☎（026）275－1064
武市医院        【中　之　条】 ☎・有線  82－2606
宮島歯科医院  【千曲市粟佐】 ☎（026）273－3064
いろかわ医院  【立　　　町】 ☎・有線  82－2143
若林歯科医院  【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273－0103
柳沢医院        【千曲市上町】 ☎（026）275－0405
林歯科医院     【千曲市上山田】 ☎（026）275－1064
荒川医院        【千曲市芝原】 ☎（026）275－2360
松尾歯科医院  【御　所　沢】 ☎・有線  82－6988

工藤医院        【千曲市磯部】 ☎（026）275－1304
宮島歯科医院  【千曲市粟佐】 ☎（026）273－3064

☆リハビリ教室・リハビリ訪問
　　7日・14日・21日（水）

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（H17年８月生）
　13日（火）　午後１時集合
７か月児健康相談（H17年５月生）
　20日（火）　午前９時30分集合
１歳児健康相談（平成16年10月・11月生）
　９日（金）　午前９時30分集合
１歳６か月児健康診査（平成16年４月・５月生）
　２日（金）　午後１時集合
３歳児健康診査（平成14年７月11日～８月31日生）
　16日（金）　午後１時集合

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047

粗大ごみの回収

相談日　　　１２月

　

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
秋
植
の
球
根
植

物
で
す
。
品
種
は
多
く
耐
寒
性
が
あ
り
、
育
て
方
も
簡

単
で
す
。

　

日
光
を
と
て
も
好
む
植
物
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
日

当
た
り
の
よ
い
窓
の
近
く
な
ど
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

と
き
ど
き
は
鉢
を
回
し
て
株
全
体
に
日
が
当
た
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
日
の
当
た
り
が
悪
い
と
花
が
小
さ
く

な
っ
た
り
咲
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

耐
寒
温
度
が
５
度
以
上
は
必
要
で
す
が
、
暖
房
な
ど

で
室
内
温
度
が
高
く
、
特
に
夜
間
の
温
度
が
10
度
以
上

あ
る
場
所
で
育
て
る
と
、
花
茎
や
葉
柄
が
伸
び
て
葉
が

黄
色
く
な
っ
て
き
ま
す
。
昼
間
は
15
〜
20
度
程
で
、
暖

房
の
効
き
す
ぎ
な
い
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
暖
か

い
気
候
の
地
域
で
は
南
向
き
の
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
な
ど
で

も
越
冬
で
き
る
の
で
す
が
、
長
野
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
は
鉢
土
の
表
面
が
乾
い
て
き
た
ら
た
っ
ぷ
り
と
与

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
け
皿
に
水
を
た
め
て
お
く

と
根
腐
れ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
肥
料
は
、
花
が
咲
き
終
わ
る
ま
で
は
化
成
肥
料

を
月
に
１
度
、
ま
た
は
液
肥
を
週
１
度
ほ
ど
与
え
ま
し

ょ
う
。

　

花
が
咲
き
終
わ
っ
た
も
の
か
ら
花
茎
を
少
し
ね
じ
り

な
が
ら
真
上
に
引
き
、
花
茎
の
元
の
部
分
か
ら
摘
み
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
途
中
で
折
れ
て
し
ま
う
と
、
残
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
腐
っ
て
き
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

『
シ
ク
ラ
メ
ン
の
育
て
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
』

お
話
し
：
前
沢
新
一
さ
ん
（
御
所
沢
）

まちのうごき                   11月1日現在

   世帯数 ５,６６１世帯  （＋７）
   人　口 １６,５５６人　  （＋４）
      男 ８,１２５人　  （＋１）
      女 ８,４３１人　  （＋３）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故             10月31日現在

　　件　数          ６８件   （－18）
　　死　者             ３人    （＋３）
　　負傷者          ９０人   （－33）

※（  ）は前年比

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

9日（金）
20日（火）

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

９日は司法書士による法律相談を
あわせて開設
21日は弁護士による法律相談をあ
わせて開設
（弁護士による相談は、午前９時
30分～11時30分）

年金相談 16日（金）
午前9時30分～午後3時
役場第１会議室（1階）

行政相談 15日（木）
午前９時～正午
役場第３会議室（3階）

戦没者特別
弔慰金相談

7日、
21日（水）

午前９時～正午
役場第４会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

１８日（日）
午前８時30分～10時

坂城町役場職員駐車場

当番医（医科・歯科）

１２月の健診

植
物
の
管
理
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☆おはなし会　　10日（土）　午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　6日、20日（火）　午後２時～　講師：山口静枝さん
「源氏物語を読む」
　17日（土）　午後２時～　講師：塚田睦樹さん

☆おすすめの本☆
文房具で簡単！ ステキな年賀状
　アイデアレシピ21
日貿出版社　　  （著：中澤千寿子）

　ありきたりな図柄はいやだし、何を書けば
いいのだろうと、毎年この時期悩む年賀状。
絵が描けなくても、字が苦手でも、こんなにス
テキな年賀状が作れる方法がありました。

☆一般図書☆
・古代文字で遊ぼう（著：鈴木響泉）
・おとなの教養　古典の女たち（著：瀬戸内寂聴）　
・掃除道（著：鍵山秀三郎）
・まっとうな日本語（著：朝日新聞校閲部）
・あの世でもこの世でも役立つ仏教雑学（著：赤根祥道）

・せかいいちのおともだち（文：カール・ノラック）
・ちきゅうはみんなのいえ（文：リンダ・グレイザー）
・ものしり絵本　国旗（作・絵：ひらい ふみと）
・迷子のお月見遠足（作：福永令三）
・13歳は二度あるか（著：吉本隆明）

■休館日■　■■休館日 ■■学習室のみ利用可
日 月 火 水 木 金 土

＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

☆児童図書☆

□１２月の催し物□

□新着図書□

１２月の番組表
番　組　名 内容／出演

　４日（日）楽しい民話 絵姿にょうぼう
　鼠　 玉井かつ子さん

　８日（木）
わが家の花は
元　気　で　す

植物の管理
御所沢 前沢　新一さん

１１日（日）楽しい民話 わらしべ長者
旭ヶ丘 中村　秀子さん

１３日（火）信号は赤です 交通事故防止
坂城町交番 真岸所長

１４日（水）税務署だより 給与所得者の年末調整
上田税務署

１５日（木）川　　　　柳
ＪＡ文芸から

選　者 市川きみえさん

１８日（日）楽しい民話
込　山 岡田由貴子さん

２０日（火）明るい消費生活 最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

２５日（日）楽しい民話
金　井 青木　典子さん

２８日（水）こちら１１９番 放火による火災の防止
消防署

図書館へ行こう 有 線

チャンネル放送番組

音楽放送

ＦＭ長野

ＮＨＫ・ＦＭ

音楽放送

音楽放送

1

２

３

１２／１～１／４チャンネル番号

4操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９

終了するとき　  ・   ・９ 4 0

４

５

◆坂城町有線放送電話
　☎82－3111（内線222）
　有線88－1000

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

★エコール構成図書館からお知らせ
　上田地域広域で構成されている図書館は、セン
ター設備と各図書館の端末機器の更新のため、12
月23日（金）～１月10日（火）間の本の貸出・予
約などの業務ができなくなります。利用者の皆さ
んには多大な不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。なお、期間中、坂城町立図
書館では学習室は12月24、25、27、28日、1月4日
～8日にご利用いただけます。
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広
報
　
　
　
　
  2
0
0
5年１
２
月
号
 N
O
.3
4
5

も
の
づ
く
り
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

すくすく育っ育ってすくすく育っ育ってすくすく育って

永井　優
ゆ き の

妃乃ちゃん（11ヵ月）
雅春さん・和美さん〈島〉

　こんにちは、ゆきのです。とっても元気な
女の子です。チャームポイントは、右のエク
ボ!!
　子どものおもちゃより携帯・パソコン、デ
ジカメ、ビデオカメラとか機械ものが大好き
です。パパ似かな？
　みなさんよろしくね。

■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画調整課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

人間国宝故宮入行平刀匠の
遺品寄贈
　11月1日（火）、宮入小左衛門行平さんはじめ故
宮入行平刀匠のご遺族より宮入刀匠の遺品が町に寄
贈されました。寄贈品は、小左衛門行平さんいわく
「故刀匠の最高傑作」という絶作（最後の作品）の
太刀や、着物、収集していた芸術作品など120点以
上です。小左衛門行平さんは、遺品を多くの方に見
ていただくことで「父として、刀匠として、芸術を
愛する人間として、宮入行平を多面的に知ってもら
えるのでは」と話されました。
　ご寄贈いただいた遺品の一部は、12月25日（日）
まで鉄の展示館で開催中の特別展「長野の赤羽刀
/人間国宝宮入行平遺品寄贈記念展」において展示
されています。展示の詳細については広報11月号を
ご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ先
　鉄の展示館　☎・有線82－1128

ごみ拾いで地域社会に貢献を

　10月21日（金）の朝7時より、㈱竹内製作所の社
員110人の皆さんがごみ拾いを行いました。
　びんぐしの里公園や社屋周辺など数ヶ所に別れて
40分間ごみ拾いをしたところ140kgのごみが集まり
ました。竹内製作所は、CSR（企業の社会的責任）
の取り組みとして、何らかの形で社会貢献をしてい
きたいという思いから今回のごみ拾いを始め、今後
も定期的に続けていくことを予定しています。
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